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はじめに

このスクールタクト実践事例集100選は、スクールタクト認定マスターに応募いただいた先生方から
寄せられた実践をもとに作成しました。

今回の事例集は、スクールタクトの機能を存分に発揮し、児童生徒主体となる学習を目指したもの
や、協働的な学びを実現しようと工夫された実践を数多く掲載しています。
例えば、グループ課題を使って、児童生徒がそれぞれグループで協力し合いながら学びを進めた実
践や、編集部が思いつかないようなスクールタクトの機能を効果的に使った実践などがあります。
どの事例も、「この授業を通して、子供たちはとても楽しく学ぶことができたのだろうな」と、先
生と子供たちの笑顔が思い浮かぶものばかりです。

この実践事例集をお読みいただく先生方にも、きっとお役に立つ事例が数多くあることと思いま
す。ぜひ、多くの先生方が知恵を絞り、日々奮闘するなかで作り出した数々の実践をお読みいただ
き、明日からの授業作りに生かしていただければと思います。

本事例集が、先生方に新たなスクールタクト活用へのひらめきの場となることを願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　スクールタクト事例集編集部
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編集部がオススメする
実践事例10選



写真に撮って考えを共有

＜実践内容＞

小５・算数・直方体と立方体の体積

直方体や立方体の体積について理解
しやすくなるよう、実際に1㎤の積
み木を使って、カメラ機能で撮影し
ました。同じ24㎤でもいろいろな
形のものがあるということを理解
し、体積の求め方について考える
きっかけとしました。

maruha先生

〈導入〉
「1㎤の積み木を24個使って、箱の形を作ろう」
という学習課題をつかみます。

〈展開〉
①児童一人ひとりが自席で24㎤の箱の形を複数
作り、カメラ機能で撮影したものをキャンバスに
貼り付けて提出します【図①】。

②共同閲覧モードを使い、他者が作った箱の形を
閲覧し、感想を伝え合います。

③１段目にいくつ並んでいるかを、面積の公式を
使って求めます。何段あるのかを数え、面積とか
け算すると、どれも24㎤になることを理解しま
す。（1×24×1、2×3×4、3×4×2 等）

〈まとめ〉
体積の公式「たて×横×高さ」について理解しま
す。

図①
共同閲覧モード・カメラ機能使う機能

143

9

おすすめポイント
　カメラ機能を使って多角的な授業を実践！



いいね機能で俳句の投票

＜実践内容＞

小５・国語・俳句を作ろう

児童の作った俳句をスクールタクト
で共有し、いいね機能を使用してク
ラスの俳句グランプリを開催しまし
た。名前を匿名にして、いいね数を
非表示にして投票しました。

かめせんせい先生

〈導入〉
俳句の書き方、ポイントを確認します。

〈展開〉
①前時に作った俳句をよりよくなるよう推敲しま
す。
②作品をスクールタクトに書いて、俳句のイメー
ジに合う挿絵を入れます【図①】。
③いいね機能を使って投票の時間を取り、グラン
プリ及び上位入賞者（七歌仙）を決めます。
投票する時には、匿名モードをオンにして、いい
ねの数を非表示に設定します。そして、共同閲覧
モードに切り替えることで、作者や投票数が分か
らないようにします。

〈まとめ〉
名前やいいねの数を見えるように切り替え、各作
品の作者と投票数を発表します。そして、入賞し
た作品のよいところについて話し合います。

図①
共同閲覧モード・匿名モード・いいね数の非表示使う機能

137

　　　画像加工済み　　　　
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おすすめポイント
匿名モードといいね機能を効果的に活用！



自由進度学習を見える化

＜実践内容＞

小５・算数・角柱と円柱

このワークシートによって、子供た
ち自身も、自分が何を理解している
か、何に取り組んだらよいかを振り
返ることができます。

たいち先生

単元内自由進度学習をする際に、一人ひとりの取
り組みの状況を把握し、毎回の振り返りを記入す
る課題です。

①自由進度学習を進めるための項目の書き方を伝
えます【図①】。黄枠に単元の内容が書かれ、○
と△のムーブパーツを動かして進度を記録しま
す。枠外には、進め方や注意事項が書かれていま
す。

②授業の最後に、「今の状態」「今日の最後」の
状態を、右のムーブパーツを移動させます。そし
て、活動の振り返りをします。
初回は、振り返りのやり方を確認します。以降、
振り返りを自分のタイミングで行うようにしま
す。

③2回目以降は、授業の冒頭に、前の時間の振り
返りを友達と読み合ってから学習を始めます。

共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能

131

11

おすすめポイント
自由進度学習で「主体的な学び」を促進！

図①



技の組み合わせを考える

＜実践内容＞

小５・体育・マット運動

展開では自分の技の出来栄えや技の
つながりなどを友達から見てもら
い、その意見をもとにムーブパーツ
を動かし技の入れ替えや追加などを
行えるように設定しました。

taka先生

〈導入〉
主要な技をムーブパーツに設定した課題を配布し
ます。児童はムーブパーツを動かしながら自分の
できる技の組み合わせを作成ます【図①】。

 〈展開〉 
ムーブパーツで作成した技の組み合わせをもと
に、練習を行います。また、共同閲覧モードにし
て、グループのメンバーからの意見やアドバイス
を受けて、技が美しいつながりになるようにムー
ブパーツを動かしながら技の順番を変更したり追
加したりしながら整理します。

〈まとめ〉
完成した技の組み合わせを発表し、振り返りを記
入します。

図①共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能

196
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おすすめポイント
ムーブパーツを使って”自己選択”&”自己決定”



ムーブパーツでリスニング

＜実践内容＞

小６・英語・What ○○ do you like?

展開では、ヒアリングに集中し、聞
こえてきたものをムーブパーツを用
いてパフェの完成に近づけていきま
した。事前準備なども少なく、授業
への理解度がさらに深まりました。

taka先生

〈導入〉
”What ○○ do you like?”と投げかけ、その返答を
ヒアリングできることを目標とします。

〈展開〉
ALTの好きな果物でパフェを作る活動を行いま
す。ALTに対して”What fruits do you like?”と質
問し、ALTの好きな果物を聞き取る活動を行いま
す。その後、あらかじめ用意していた果物のムー
ブパーツを動かして、聞き取った内容をもとに、
パフェをキャンバス上で作成します【図①】。

〈まとめ〉 
ALTとの活動を参考に、友達同士で質問し合う活
動を行い、さらに理解を深めていきます。

共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能

191
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おすすめポイント
はさみを使った絵カード準備の必要なし！

図①



実験結果を全体で考察する

＜実践内容＞

中３・理科・化学変化とイオン

グループ課題を使って実験班で1つ
のキャンバスを共有・編集しながら
協働学習を行いました。
1つの結果から多面的に考察を行う
ことができた授業となりました。

やまざ先生

〈導入〉
前時に行ったグループ課題の実験結果を共同閲覧
モードで共有し、実験の考察に取り組みます【図
①】。

〈展開〉
実際の実験結果と、理想的な実験データの両方を
もとにそれぞれの水溶液同士を対比・類比するこ
とで共通点や相違点を見つけ出します【図②】。
また実験結果から、電流が流れる物質と流れない
物質の違いや、酸性の水溶液のみ水素が発生した
理由を考察します。

〈まとめ〉
酸性やアルカリ性の本質が何であるかを考察し、
まとめます。

図①

図②

共同閲覧モード・グループ課題使う機能

89
★★
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おすすめポイント
グループ課題を使って実験班で協働的な学び！



座標軸で内容を分類する

＜実践内容＞

中２・社会・消費生活と経済のしくみ

最近購入したものをテキスト入力し
て「必要性」「満足度」で座標軸に
整理することで、よりよいお金の使
い方について考えました。

ないき先生

〈導入〉
お小遣いの金額についてアンケートを実施して
「お金」の使い方について関心を高めます。

〈展開〉
➀最近購入したものを記入します。
②「必要性」「満足度」の座標軸に合わせて、テ
キストを動かして整理します【図①】。
③共同閲覧モードにして、お小遣いを上手に使え
ていると思う人に「いいね」を押します。
④動画「おかねをステキに使うのだ」を視聴し
て、よりよいお金の使い方について学習します。

〈まとめ〉
振り返りを記入します。

＊本授業は、金融教育ウェブサイト「はまぎんおかねの教室」
を用いて株式会社横浜銀行と共同で実践しました。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ・シンキングツール使う機能

142
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おすすめポイント
思考ツールで考えを分かりやすく整理！



問題を作りクイズを出し合う

＜実践内容＞

校種・学年・教科問わず

回答欄のCSVダウンロードを使用す
ることで、児童生徒が考えた問題を
そのまま教育用クイズアプリに反映
することができます。また問題の解
き合いでは、楽しそうに問題に取り
組む子供の姿が見られました。

坪木有大先生

〈導入〉
クラスでのお楽しみクイズや自己紹介クイズ、単
元のまとめでの知識・技能の確認をねらった問題
などを、自分のキャンバスに作る旨を伝えます。

〈展開〉
①自分のキャンバス上に、問題を作ります【図
①】。
②先生は回答欄のCSVダウンロードから、児童が
作成した問題をダウンロードします。
③教育用クイズアプリ（Kahoot!など）に、児童
が作った問題のCSVファイルを取り込んで、問題
をクラス全体で共有します。

〈まとめ〉
クラスみんなで、お互いが作成した問題を解き合
います。

図①

回答欄ツール・回答欄のCSVダウンロード使う機能

139

　　　画像加工済み　　　　
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おすすめポイント
CSVファイルの出力機能で他アプリと連携！



評価をもとに振り返る

＜実践内容＞

小３・音楽・実技テストの評価

音楽の実技テストの評価を、教員が
ワークシートに直接入力し、児童は
その結果をふまえて振り返りを記入
しました。

Nicchi先生

「音楽の実技テストの評価（結果）を知りたい」
との児童の声が多かったことから、指導と評価を
一体化させ、さらにその振り返りを児童が記入す
ることで、次の学習内容に学びを繋げていくこと
ができると考えました。

①その単元の学習が始まる際に、先生は評価の観
点を児童に伝えます。

②評価の観点を踏まえて児童は学習に取り組みま
す。

③単元の最後に実技テストを行う時、先生はその
評価を一人ずつのキャンバスに記入します。

④実技テスト後、児童はその評価を踏まえて振り
返りを記入し、次の単元の学習に向けて新しい目
標を設定します【図①】。

図①
ペンツール・テキスト入力使う機能

160
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おすすめポイント
リアルタイムのやりとりで、指導と評価の一体化！



写真に撮って振り返る

＜実践内容＞

小６・書写

振り返りを記入することで、複数回
に分けて練習して提出した内容を評
価する際に、その時の考えや字の変
化をポートフォリオとして見取るこ
とができるようになりました。

taka先生

〈導入〉
手本の画像をあらかじめPNG形式で透過して用意
し、配布します。

〈展開〉 
児童は作品を書いたらカメラ機能で撮影し、大き
さを合わせて手本に重ねます。自分の作品と手本
との違いを比較します。また、共同閲覧モードに
切り替えることで、友達の作品を見て、自分の作
品の改善点を見つけます【図①】。
 
〈まとめ〉
本時の中で最も良くできたと思う作品を撮影し、
振り返りを記入して提出します。

〈他にも…〉
前時と作品を比較できる
実践例もあります。ポー
トフォリオとして、成長
を記録することができま
す。

図①
カメラ機能・共同閲覧モード使う機能
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おすすめポイント
画像の透過で比較をしやすく！
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アイデア豊富な
授業実践＆活用TIPS



学校探検の様子を記録する

＜実践内容＞

小１・生活・学校たんけん

自分たちで写真を撮ったり、画像を
決められた枠に配置させたりするタ
ブレットの基本的な操作を体験しな
がら学校を探検することができまし
た。

Nicchi先生

〈導入〉
学校探検の内容と、基本的なタブレット端末の使
い方を確認します。

〈展開〉
端末を持って学校内を探検し、決められた特別教
室をカメラ機能を使って写真に撮り、キャンバス
に貼り付けます【図①】。

〈まとめ〉
教室に戻り、テレビに画面を映しながら、互いの
キャンバスを見合い、学習の振り返りをします。

図①

カメラ機能使う機能

158

20



学習交流を記録する

＜実践内容＞

小３・国語・もっと知りたい、友達のこと

質問の種類ごとに色分けをしたり、
記録の方法を工夫したりして、学習
を重ねていくことでの自分自身の成
長を可視化できるよう工夫しまし
た。

Nicchi先生

〈導入〉
今まで取り組んできた「友達に知らせたいこと」
を発表し合い、単元の目標である「知りたいこと
を考えて、質問する」学習を２時間行うことを確
認します。

〈展開〉
「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「どの
ように」「なぜ」の６つの6つの質問の種類別に
ページを作り、自分が友達に聞くことができた質
問のページに正の字を書いていきます【図①】。
また、学習の１時間目と２時間目ではペンの色を
変えることで、前の時間にはできなかった質問の
種類に挑戦していくよう声をかけます。

〈まとめ〉
自分の「しつもん力」がレベルアップできたかど
うか、振り返りのページに記入して、学習のまと
めをします【図②】。

図①

図②

ペンツール・回答欄ツール使う機能
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グループで意見を分類する

＜実践内容＞

小３・国語・こまを楽しむ

ムーブパーツを使って、説明文の学
習のまとめを行いました。
グループ課題を用いることで、グ
ループの仲間と話し合い、その結果
をまとめることができました。

Nicchi先生

〈導入〉
今まで学習してきた説明文の各段落の内容を2つ
の観点で分けることを本時の課題として確認しま
す。

〈展開〉
①説明文の各段落で紹介されていた「こま」の名
前をムーブパーツにして用意し、グループ課題と
して配ります。

②グループごとに話し合い、各段落で紹介されて
いた「こま」が「回る様子を楽しむこま」と「回
し方を楽しむこま」のどちらに当てはまるかを今
までの学習の軌跡がまとめられたノートなどを見
直して考え、ムーブパーツを動かして整理してい
きます【図①】。

〈まとめ〉
グループで考えた結果を全体で共有し、ノートに
授業の振り返りを記入します。

図①

ムーブパーツ・グループ課題使う機能
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単元を通して活用する

＜実践内容＞

小３・国語・きつつきの商売

共同閲覧モードにすることで、お互
いの進捗を確認しながら学習を進め
ることができました。

Nicchi先生

単元を通して使うことができる課題です。

1ページ目：表紙
2ページ目：単元を通した目標を記入するページ
3ページ目：初読の感想を記入するページ
4ページ目：教科書本文の内容をまとめるページ
5ページ目：教科書の内容を踏まえ、自分で考え
たお話の設定をまとめるページ（記入例）
6ページ目：教科書の内容を踏まえ、自分で考え
たお話の設定をまとめるページ①【図①】
7ページ目：教科書の内容を踏まえ、自分で考え
たお話の設定をまとめるページ②
8ページ目：単元の最後に学習の振り返りを記入
するページ【図②】

それぞれのページを学習の内容に合わせて活用し
ます。

図①

図②

共同閲覧モード使う機能
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調べたことをまとめる

＜実践内容＞

小３・国語・情報を引用するとき

本の紹介文を作成する過程で情報の
引用方法について学ぶことをねらい
としました。 活動中に共同閲覧モー
ドに切り替えることで、自分と友達
の書き方を見比べ、改善することが
できました。

Nicchi先生

「情報の引用方法」の学習として３時間分の課題
を作成しました。
 
①教科書を用いて、引用する際に気を付けるべき
ルール（本文の抜き出しや出典の明記など）の確
認します。
 
②図書館の本を使って、その本の紹介文をキャン
バスにまとめます。その時に、事前に学習した引
用のルールを守りながら課題に取り組みます【図
①】。
 
③活動中に、共同閲覧モードにして互いの進捗状
況を確認し、友達の意見を参考に自分のキャンバ
スの内容を改善していきます。

図①

共同閲覧モード使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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25

TIPS　　　  活用アイデア　低学年・国語

ことばを見つけよう

低学年でも簡単な操
作から、楽しく取り
組むことができま
す。

いわ先生

しりとりをしよう

家庭学習として、保
護者の方としりとり
を行う課題を出しま
した。

いわ先生

カタカナを見つけよう

身近なカタカナのつ
く言葉を探して写真
に撮りました。

いわ先生

ものの名前

上にそのものの総称
を書いて、下に具体
的な名前を書いてい
きます。

いわ先生



陣取りゲームをする

＜実践内容＞

小１・算数・どちらが大きい

スクールタクトを使うことで、プリ
ントを何枚も印刷しなくても、ペア
になって何度でも取り組むことがで
きます。

いわ先生

〈導入〉
キャンバスに表を作成して陣取りゲームをします
【図①】。

　①２人組になります
　②じゃんけんをします
　③勝った方のキャンバスを使います
　④じゃんけんをします
　⑤勝ったら1ます塗ります
　⑥④⑤を繰り返します
　⑦どちらが勝ちか話し合います

〈まとめ〉
マス目を数えることで、大きさが比べられること
を確認し、練習問題に取り組みます。

図①
表機能・共同編集モード使う機能
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グループ活動で学びを広げる

＜実践内容＞

小３・算数・長さ

グループでの活動を共有することで
協働的な学びを促します。また予測
から実測の誤差を計算させることで
学びを広げました。

Nicchi先生

「長さ」の単元の導入として、2時間分を本課題
で学習します。

①学習を始める前に、グループ課題を全体で確認
します。

②グループで協働して、校内の1m、5m、10m、
15mだと思うものを写真に撮って教室に戻ってき
ます。この際、共同閲覧モードを活用し、グルー
プ間で写真を見比べ、お互いの考えを説明しま
す。
 
③2時間目に、写真を撮ったものの実際の長さを
図り、予測との誤差を計算します【図①、②】。

④誤差が最も小さかったグループを発表し、学習
を振り返ります。

図①

図②

共同閲覧モード・グループ課題・カメラ機能使う機能
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写真に撮って学びを深める

＜実践内容＞

小３・社会・学校の周りの様子

スクールタクトに写真を貼り付け
て、教科書と同じように学校の東西
南北の様子を表しました。

Nicchi先生

〈導入〉
教科書を用いて、東西南北の方位を学習します。
また、方位磁針を児童に配り、使い方を確認しま
す。

〈展開〉
学校の屋上に上がり、児童はそれぞれ方位磁針を
用いて東西南北を確認しながら、学校の周囲の写
真を撮影し、スクールタクトのキャンバスに貼り
付けます。また、東・西・南は写真を貼り付け
て、向きを回転させます【図①】。

〈まとめ〉
教室に戻り、共同閲覧モードでお互いのキャンバ
スを見合います。
次時以降にこの課題を使って、学校の周りの街の
様子について学習を深めていきます。

図①

共同閲覧モード・カメラ機能使う機能
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グループ課題で役割分担

＜実践内容＞

小３・社会・市の様子

キャンバス内にURLを貼り付けるこ
とで、児童がそのリンクをクリック
して地図記号を調べ、主体的に学習
を進めていくことができました。

Nicchi先生

グループで協力しながら校区地図にムーブパーツ
に設定した地図記号を移動させていきます。

グループ課題とすることで、児童は自分たちのタ
ブレット端末を活用して、①スクールタクトの操
作をする児童、②地図アプリを使って校区内の施
設を調べる児童、③地図記号を調べる児童など、
役割分担をして学習を進めることができます。

また、自分の家の記号もムーブパーツで用意する
ことで、より自分の地域に愛着をもって、生活経
験（「家の隣に郵便局があるんだよ！」など）を
生かして学習を進めることができます。

地図が完成した後には、共同閲覧モードでお互い
の地図を見合います【図①】。

図①

グループ課題・ムーブパーツ・URLの貼り付け使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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グループ課題で共同制作

＜実践内容＞

小３・社会・市の様子

４時間かけて、児童が主体的にポス
ター作りに取り組みました。ポス
ター完成後はプレゼンテーション
モードを使って、「区のポスター交
流会」を行いました。

Nicchi先生

グループ課題機能を使って、各区ごとにグループ
を作り、担当する区をアピールするポスターを作
ります。

１枚目には、それぞれ自分たちが担当した区の基
本情報を、２枚目以降は「土地の様子」「交通の
様子」「公共施設」「アピールポイント」と内容
をまとめていきます【図①】。

〈学習を終えて〉
単元の導入で「みなさんはこれから区長となり、
自分の区をアピールして人口を増やしてくださ
い」と設定を付加したことで、子供たちは担当し
た区について主体的に調べたり、区の人口を増や
すために、アピールしたい情報は何かを精査しな
がら学習を進めることができました。

図①

図②

グループ課題・プレゼンテーションモード使う機能
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相互評価を見合う

＜実践内容＞

小３・社会・市の様子

始めは共同閲覧モードをOFFにして
個人で評価を記入し、全員の評価が
そろってから、共同閲覧モードに切
り替えました。発表後の振り返り
や、評価の高かった発表の理由を全
体で共有することができました。

Nicchi先生

児童が調べてまとめた、自治体についての「発表
会」で活用します。

それぞれが調べてまとめてきた「区の様子」につ
いて、お互いの発表を聞き、発表について観点ご
とに５段階で評価します【図①】。

５段階評価はペンツールを使って丸をつけたり、
図形ツールの星に色を付けたムーブパーツを用意
しておき、児童が動かして評価します。

最後に「その区に住みたくなったか」について5
つの星とその理由をもとに評価します【図②】。

図①

図②

共同閲覧モード・ムーブパーツ・ペンツール使う機能
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生き物の観察カード

＜実践内容＞

小３・理科・春の自然にとびだそう

キャンバスにまとめたら、共同閲覧
モードに切り替えて、お互いに見
合ってアドバイスを送ったり、協力
して課題を完成させたりしました。

Nicchi先生

〈導入〉
自分たちの学校の周りにも「春を感じる自然があ
るか」観察に行くこと、前時までに学習していた
「虫眼鏡」の使い方を確認します。

〈展開〉
屋外ではオンライン環境が整っていないため、
写真は端末内に保存し、スケッチと観察を通して
気づいたことをノートにまとめます。児童は学校
の周辺を自由に歩きながら「春を感じる自然」を
探して、それぞれの場所で観察します。

〈まとめ〉
教室に戻ってから、スクールタクトのキャンバス
にスケッチと実物の写真を貼り、観察したことを
４つの観点に分けてまとめます【図①】。また、
振り返りの枠に観察を通して気づいたことを書い
て課題を完成させます。

図①

共同閲覧モード・カメラ機能使う機能
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植物の成長を記録する

＜実践内容＞

小３・理科・植物を育てよう

長期間にわたる植物の成長の様子を
１つの課題にまとめることができる
よう作成しました。スケッチと写
真、観察を通して気づいたことをま
とめていきます。

Nicchi先生

植物が種→子葉→葉→花→実→種と生命を繋ぎ、
仲間を増やしていく様子を１つの課題に観察記録
としてまとめていきます。

写真だけではなく、スケッチを通して注意深く実
物を観察し、まとめる力を育てるため、写真とス
ケッチの両方の画像を貼り付けるようにします
【図①】。

植物の学習の他に、かいこなどの昆虫の観察でも
同様に行いました。

図①

カメラ機能使う機能
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グループで活動を記録する

＜実践内容＞

小３・理科・風やゴムで動かそう

単元を通して１つの課題としまし
た。グループ課題機能によって、グ
ループで試行錯誤した様子記録でき
るよう工夫しました。

Nicchi先生

全10時間の単元内に、風で動く車の大会を3回設
定します。

グループごとにどのように風で動く車を工夫した
か記録できるよう、グループ課題として配布しま
す。

グループ課題は２時間の試行錯誤の記録【図①】
と１回の大会の振り返り【図②】を１セットと
し、それが３回繰り返される作りとなっていま
す。

試行錯誤した記録には、先生からの採点欄があ
り、自分たちの学びの評価をすぐに確認できるよ
うになっています。

チームで協力しながら、課題に向けて学びを深
め、科学的な見方・考え方を育んでいけるよう工
夫しました。

図①

図②

グループ課題・回答欄ツール・カメラ機能使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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漢字の学習方法を共有する

＜実践内容＞

小学校・国語・漢字の学習

あえて、課題を白紙で配ることで、
児童が自由な書き方で自分なりの漢
字学習の仕方を説明していました。
友達の学習の仕方を取り入れて、結
果を伸ばした児童もいました。

umi先生

漢字テストの前に、児童がどのように漢字の練習
をしているのか、漢字練習ノートを写真に撮って
お互いに共有します。また、学習方法をテキスト
に書き込みます【図①】。
 
共同閲覧モードに切り替えて、児童同士で見合い
ながら、「なるほど」と思ったことや疑問に感じ
たことなどをコメントに書いて、交流します。

挙がった質問に対して、子供たちなりに答えてい
て、学び方のコツをお互いに学び合っている様子
でした。

図①

共同閲覧モード・コメント機能・カメラ機能・図形ツール・テキスト入力使う機能
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35３つ熟語を書いて、残りの
あまったマスに今習ってい
る字を書く。



共同でアンケートを集計する

＜実践内容＞

小４・国語・調べて話そう、生活調査隊

これまでは紙でアンケートを作り、
それを全員に印刷をして集計してい
ました。スクールタクトで回答する
ことで、集計の作業時間が大幅に減
り、その分、棒グラフを分析する時
間を確保できました。

かわもとゆうた先生

〈導入〉
人数を集計した数値を棒グラフで表現する方法を
示し、棒グラフのよさを話し合います。

〈展開〉
①調べてみたいテーマを班で考えます。
②テーマに沿ったアンケートを作成します【図
①】。その際、共同編集モードにして、班員が分
担して班の代表者のキャンバスに設問を記入しま
す。
③各班のアンケートに回答を記入します。
④全員の記入が終わったら、班員で分担して集計
します【図②】。集計した数値を、リンク共有さ
れているスプレッドシートに入力して棒グラフを
完成させます。
⑤棒グラフを作成し、テーマに関するクラスの傾
向をまとめます。

〈まとめ〉
棒グラフを画面に映しながら、班ごとに分析結果
と傾向を発表します。

図①

図②

共同編集モード・リンク共有使う機能

73

36



いいなと思う学びを共有する

＜実践内容＞

小４・国語・つなぎ言葉

展開では、接続詞やその後に続く文
を児童自ら考える活動にし、児童が
意欲的に接続詞の働きを理解できる
ようにしました。

あなん先生

〈導入〉
あてはまる接続詞を考え、接続詞には６つの種類
があることを学習する活動を行います。
 
〈展開〉
いくつかの接続詞とその後の文を１つの文章にし
て、接続詞によって気持ちの違いを表すこともで
きるということを学びます。 その後、接続詞の働
きを理解した上で練習問題に取り組みます。最後
に、自信がある文に印をつけ、全体へ発表し、共
有します【図①】。
 
〈まとめ〉
共同閲覧モードにして、「いいな」と思う友達の
文章を２つ選び、いいねを押します。そして、接
続詞の使い方が適切かどうか振り返ります。

図①回答欄ツール・ペンツール・いいね機能使う機能
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学習の感想を1つのシートに

＜実践内容＞

小４・国語・一つの花

読み取りの場面で自分の意見を書
き、それを交流する活動を通して、
自分の考えの変容を見えるように課
題を作りました。

umi先生

単元の始めと単元の終わりの2回、感想を書いて
まとめます。
また、単元の途中では、その都度、気づいたこと
をキャンバスに書き留めるようにします。
 
初発の感想と、学習した後の考えの変化が分かる
ように、1つのページの中で、（1）最初に読ん
だ感想、（2）くわしくよんで感じたこととその
理由、（3）自分の考えと感想を書くようにしま
す【図①】。

共同閲覧モードに切り替えて、お互いのキャンバ
スを見合います。

図①
テキスト入力使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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読書感想を交流する

＜実践内容＞

小５・国語・私と本

共同閲覧モードを活用して意見交流
を行うことで、本との多様な関わり
方に気づくことをねらいとしまし
た。これにより、ブックトークに進
んで取り組む児童の様子が見られま
した。

坪木有大先生

〈導入〉
先生がこれまでに出合ってきた本の中から、印象
深く自分にとって大切な存在である本を、読んだ
時期や感じたことなど具体的なエピソードととも
に紹介します。

〈展開〉
児童は、自分のキャンバスに自分と本との関わり
を振り返りながら記入します。
その後、共同閲覧モードに切り替えて友達と考え
を共有することで、同じ本を読んでいても感じ方
が違うことや人によって関わり方が違うことを知
り、ブックトークへの興味関心を高めます【図
➀】。

〈まとめ〉
最終的にブックトーク用の資料と原稿を作成する
ことを示し、単元全体への見通しを持たせます。

図①

共同閲覧モード使う機能
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課題を学級全体で考える

＜実践内容＞

小５・国語・よりよい学校生活のために

共同閲覧モードを使って友達と交流
することで、それぞれの考えの共通
点や相違点について理解した上で、
自分の考えを再度考える活動ができ
ました。

umi先生

〈導入〉
より良い学校生活を送るために学級内で課題と
なっていることを書き出します。今回は、クラス
の整理整頓について考えることにしました。
 
 〈展開〉 
整理整頓について「現状と問題点・解決方法・理
由」を書く課題を配布し、まずは、自分一人でそ
の３点についてまとめます【図①】。
その後、共同閲覧モードに切り替えて、友達との
考え方の違いや解決方法の違いに気づく活動を実
施します。また、必要に応じて友達に直接意見を
聞きに行きます。
 
 〈まとめ〉
友達の考えを踏まえて、自分の考えを整理するこ
とができました。

共同閲覧モード使う機能
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友達の考えから学びを深める

＜実践内容＞

小６・国語・話し言葉と書き言葉

示された話し言葉の内容を書き言葉
に書き換えることをねらいとしてい
ます。書き言葉に書き換えた後は、
共同閲覧モードに切り替えて、友達
が書き換えた書き言葉を参考に、自
分の回答を加筆・修正します。

楓先生

〈導入〉
話し言葉と書き言葉の違い、それぞれのいいとこ
ろを板書で示しながらノートにまとめる活動をし
ます。そして本時の目標を、話し言葉を書き言葉
に変えることができることとします。

〈展開〉
話し言葉だけが示された課題を配布し、まずは、
自分一人で書き言葉に書き換えていきます。
その後、共同閲覧モードに切り替えて、友達の考
えを参考にしながら、自分の回答を加筆したり、
修正したりしていきます【図①】。

〈まとめ〉
書き言葉にするためには、どのようなポイントが
あるのか、みんなで確認しながら理解を深めてい
きます。

図①

共同閲覧モード使う機能
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自分の考えを伝える

＜実践内容＞

小６・国語・お気に入りの短歌を選ぼう

児童の活動の様子を回答一覧で把握
することができるため、授業中に臨
機応変な指導がしやすいです。

五十嵐太一先生

〈導入〉
教科書で俳句や短歌について学んだ後に、お気に
入りの短歌を選ぶ活動を行います。本時は、その
短歌を選んだ理由や、短歌のよさについて自分の
考えを伝えることを目標とします。

〈展開〉
たくさんの短歌の中からお気に入りの一つを選
び、選んだ理由を記入します【図①】。
その後、共同閲覧モードに設定して、お互いの
キャンバスを見合います。お気に入りの短歌を選
ぶことができていない児童も、友達の選んだもの
やその理由を見て参考にすることができます。

〈まとめ〉
短歌にはそれぞれよさがあることや、友達の考え
のよかったところなどを振り返り、学びを深めま
す。

図①共同閲覧モード使う機能
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漢字の成り立ちを考える

＜実践内容＞

小６・国語・漢字のなりたち

スクールタクトを使うと、簡単に児
童の活動の様子を把握することがで
きます。漢字の成り立ちについて、
児童にどれくらい学習が定着してい
るかを知ることができます。

五十嵐太一先生

〈導入〉
「漢字の成り立ち」の学習をした後に、学習内容
を振り返る活動をします。 

〈展開〉
様々な漢字を成り立ちごとに分類します。漢字を
あらかじめムーブパーツに設定して課題を配布す
ることで、児童は簡単に分類することができま
す。
その後、共同閲覧モードに切り替えて、グループ
で課題に取り組み、お互いのキャンバスを確認し
ながら、正答を考えます【図①】。
 
〈まとめ〉
大型ディスプレイに先生メモ画面を共有し、答え
合わせをして、学習の定着を図ります。

共同閲覧モード・ムーブパーツ・先生メモ使う機能
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欠席児童にも課題を配る

＜実践内容＞

小６・国語・文の組み立て

デジタル教科書の内容をキャンバス
に書き込み、スクールタクトのキャ
ンバスだけで、お休みした人も学習
できるように要点をまとめました。 
最後に文づくりを行い、教員も理解
度を把握することができました。

五十嵐太一先生

授業を欠席した児童の学習をサポートする課題で
す。児童がどこにいても活動に取り組めているか
リアルタイムで確認できるスクールタクトのよさ
を生かします。
 
①デジタル教科書から学習の要点を選びます。

②教科書の内容をキャンバス上に添付します【図
①】。

③授業で行ったことを追加で記入します。

④課題のリンクを欠席した児童に共有します。
 
⑤欠席した児童が、自宅でも課題に取り組めてい
るか把握します。
 
⑥課題の最後に文作りの活動を行い、児童の理解
度を確認します。
 

図①

画像貼り付け・回答一覧使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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TIPS　　　  活用アイデア　全学年・国語

短歌づくり

手書きで書いた後、
共同閲覧モードに切
り替えて、お互いにコ
メントを送り合いま
す。

いわ先生

本の紹介（低学年）

読んだ本を紹介し合
い、「この本も読んで
みたい！」とお互いに
触発し合うことができ
ます。

いわ先生

熟語づくり

漢字辞典を使いなが
ら問題を作ります。
作ったらムーブパー
ツで答えを隠してみ
んなで解き合いま
す。

taka先生

本の紹介（高学年）

このメモを使って本を
紹介する動画を撮影
します。

たいち先生



テープ図を描いて問題を解く

＜実践内容＞

小４・算数・倍の見方

デジタルの特徴である「手軽に、す
ぐにやり直せる」という点を生か
し、テープ図を描きながら問題解決
ができるように本実践を行いまし
た。最終的には、ノートにテープ図
を描けるように指導しました。

かわもとゆうた先生

〈導入〉
前時までに「全体量を求める」「何倍かを求め
る」をそれぞれ、スクールタクトでテープ図を描
きながら学習をしてきました。本時は「１つ分の
量を求める」学習であることを確認します。

〈展開〉
①問題を提示し、式を考えさせます【図①】。
②イメージを補うために、ブロック１つ分を求め
る式を考えさせます。ブロック１つ分（もと）が
６つあると全体量が分かることを利用して、１つ
分の量を求める式を立てられるようにします【図
②】。
③演習問題を提示し、式を考えさせます。キャン
バスには一部ヒントを示しておきます。
④次の演習問題ではヒントはなく、これまでの学
習を振り返りながらテープ図を完成させます。

〈まとめ〉
文章だけでは分かりにくい問題でも、テープ図に
よって式を立てられることを振り返ります。

図①

図②

ムーブパーツ・図形ツール・ペンツール使う機能
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ヒントで学びを深める

＜実践内容＞

小５・算数・小数のわり算

ヒントとなる図は、ムーブパーツで
隠して配り、自力で考えた後に、ヒ
ントがあることを指示し、改めて考
える時間を取りました。

かめせんせい先生

わる数、わられる数がどちらも小数の場合のわり
算の計算で使います。前時、正しく式を書けてい
ない児童が多く見られたので、ヒントを隠した課
題を作成します。

①問題文を確認し、式を書きます。

②あらかじめヒントをムーブパーツで隠してお
き、1分程度考えさせた後、ヒントを見ながらも
う一度式を考えます【図①】。

③式を共有し、式の立て方を確認します。その
際、図を描く重要性を伝えます。

④実際に計算し、練習問題に取り組みます。

図①

ムーブパーツ・回答欄ツール使う機能
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図形ツールで理解を深める

＜実践内容＞

小５・算数・小数のわり算

小数のわり算の文章問題で、正しく
立式できない児童が複数名いたの
で、 文章問題を図で表す活動を図形
ツールを活用して行いました。

かめせんせい先生

〈導入〉
文章問題の内容を確認した後、教科書の図をもと
に立式し、問題を解く一連の流れを確認します。
 
〈展開〉
①新たな文章問題を提示し、内容を確認します。
②今回は図がないので、図形ツールを使って、作
図する活動を行います【図①】。
③自分で作成した図をもとに立式し、問題に取り
組みます。
 
〈学習を終えて〉
授業前は、作図なしでは立式に自信がない児童が
多かったのですが、作図を学び、自信をもって立
式できる児童が多くなりました。

図①

図形ツール・テキスト入力使う機能
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多様な考えを共有する

＜実践内容＞

小５・算数・図形の面積

児童がそれぞれ見合って、コメント
で交流しあいながら、様々な面積の
求め方を理解していました。

umi先生

個人で課題を解決する場面で、様々な面積の求め
方を書きます。 

その後の練り上げの場面では、共同閲覧モードに
切り替えて、お互いの考えを共有、気づいたこと
や疑問点をコメントで交流します。
 
その上で、代表的な面積の解き方を大型ディスプ
レイに映してその児童や似ている考えの児童に解
き方を説明してもらい理解を深めます。

共同閲覧モード・コメント機能・ペンツール使う機能
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グループ課題で問題作り

＜実践内容＞

小６・算数・文字と式

グループ活動を取り入れることで、
協働的な学びを目指しました。グ
ループ課題では、１つのキャンバス
にグループ全員が書き込みを行える
ため、様々な意見を共有しながら合
意形成を図る様子が見られました。

楓先生

〈導入〉
文字を含む式が何を表しているのかを考えること
を目標とします。

〈展開〉
①式から具体的な事象を考え、式が表す意味をグ
ループで話し合います。文字や演算の意味をもと
に、ｘの式で表される数量についての理解を深め
ます。

②身の回りから「ｘかける４」になるものを見つ
けます。またグループ課題を配布し、グループで
話し合って、「ｘかける４」になるものをグルー
プのキャンバスに入力します【図➀】。

〈まとめ〉
それぞれのグループで出た考えを全体で共有し、
自分としての考えをまとめます。

図①

グループ課題使う機能
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51

TIPS　　　  活用アイデア　全学年・算数

計算ピラミッド

先生が問題を作って
配ります。また、自
分で考えて問題を作
ることもできます
す。家庭学習でも使
います。

いわ先生

わり算の学習

ケーキやおにぎり、
サッカーボールなど
児童が楽しんで取り
組めるイラストを
使って問題を作りま
す。

emu先生

多角形をつくろう

ムーブパーツの棒を
使って、多角形を
作っていきます。

taka先生

問題をつくろう

それぞれの式の形に
なるように問題文を
考えます。四則計算
の問題が作れるよう
4ページ作ります。

taka先生



比較機能で考えを見合う

＜実践内容＞

小５・社会・あたたかい土地のくらし

沖縄の伝統的な家の工夫について、
その工夫が何のために行われている
かを考えました。1つ目の工夫につ
いては教員が例示し、2つ目以降を
児童に考えさせました。

かめせんせい先生

〈導入〉
沖縄の気候について知っていることを共有し、本
時の課題を確認します。

〈展開〉
①挙がった意見をもとに沖縄の気候について板書
します。
②沖縄の家の工夫について考えさせます。また、
板書の内容を手がかりに、工夫の理由を考えて
キャンバスに書き込みます。
③共同閲覧モードに切り替えて、それぞれの書い
た考えを見合います。
④自分の書いたことや友達が書いたことなどを発
表します【図①】。

〈まとめ〉
学んだこと、分かったことをノートに記入しま
す。

図①

共同閲覧モード・回答比較機能使う機能
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　　　画像加工済み　　　　

52



白地図に印を付ける

＜実践内容＞

小５・社会・くらしを支える食料生産

産地を調べる際に、白地図上にムー
ブパーツを動かしてピンを立てる活
動を行います。これにより産地の広
がりを位置的・空間的に捉える手立
てとなります。

うめこ先生

くらしを支える食料生産の単元の導入で使いま
す。

〈導入〉
給食の写真をもとに、バランスよく考えられた献
立について考えます。次に、米、野菜、畜産、魚
介、果物の視点から考えます。

〈展開〉
①白地図に給食の食材の産地を印付けします。
②日本全体の食料生産の様子を知るために、地図
帳で食料生産高を確認し、白地図に各品目の産地
の印をつけます【図①】。

〈まとめ〉
白地図上の分布と既習事項を関連付けながら学習
問題をつくります。

図①

ムーブパーツ使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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グラフから読み取る

＜実践内容＞

小５・社会・ 高い土地のくらし

共同閲覧モードを使うことで、児童
同士の考えをスムーズに共有するこ
とができ、資料の読み取り活動での
学びが深まりました。

たくみ先生

〈導入〉
「野辺山原の位置」「野辺山原の景色」の資料か
ら、野辺山原は山に囲まれた自然豊かな場所であ
ることを読み取る活動を行います。
 
 〈展開〉
①土地の高さを予想し、地形図の資料から「野辺
山原は標高約1200ｍ」であることを読み取りま
す。
②「標高が高いということは、気温が低いのでは
ないか」と発問し、児童は雨温図の資料をもとに
気付いたことを課題に書き込みます【図①】。
③グループでの話し合いをもとに「野辺山原は一
年中涼しいこと」を確認します。
 
 〈まとめ〉
全体での話し合いをもとに「標高が高いこと」
「一年中涼しいこと」の２つの観点から学習問題
を作成しました。

図①

共同閲覧モード・回答欄ツール使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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データからの気づきを共有

＜実践内容＞

小５・社会・ 国土の気候と地形の特色

各地の雨温図の資料を貼り付けて、
「気温が高い月と低い月の差」や
「降水量が多い月と少ない月の差」
を読み取らせ、記入できるようにし
ました。

たくみ先生

〈導入〉
小笠原諸島と知床半島の気温と位置に関する資料
をもとに、奥日光の気候について予想し、考える
活動を行います。
奥日光は気温が知床と近い値になっていることか
ら「なぜ、日本各地で雪や雨の降る量に違いがあ
るのか」について考えを深めることを目標にしま
した。
 
 〈展開〉
まず東京都と岐阜県の雨温図を比較し、気温と降
水量の２つの観点で気付いたことを記入します
【図①】。そして、気候に関する日本地図と各地
の雨温図を比較し、「日本海側と太平洋側」で雨
温図が大きく異なることを学習します。
 
 〈まとめ〉
グループでの話し合いをもとに、梅雨、台風、季
節風の影響で雪や雨の降る量が違うことをとら
え、学習内容を振り返ります。

図①

共同閲覧モード・回答欄ツール・ファイル添付使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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調べたことをまとめる

＜実践内容＞

小５・社会・あたたかい土地のくらし

教科書から必要な情報を抜き出し、
自分で言葉をリライトする活動を行
いました。共同閲覧モードを活用す
ることで、児童は様々な表現に触
れ、学びを深めていました。

かめせんせい先生

〈導入〉
「さとうきびは捨てるところがない」と言われる
理由を考える活動を行います。

〈展開〉
①デジタル教科書で本文を読んだり、動画を確認
して、自分で理由を考えます。
②教科書を参考に調べ学習を行い、課題の文章を
空欄に合うように書き換えます【図①】。
③時間になったら共同閲覧モードに切り替えて、
児童はお互いのキャンバスを見合い、よいと思う
回答を発表します。
④その後、正答例を提示して答え合わせをしま
す。

〈まとめ〉
この学習を通して、食材を無駄なく有効利用する
ことの大切さを学びます。

図①

共同閲覧モード・回答欄ツール・回答比較機能使う機能
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考えの相違点や類似点を探す

＜実践内容＞

小５・社会・情報を生かすわたしたち

展開の場面では個人の学びの交流と
して共同閲覧モードを活用し、意見
交換を行いました。
友達と考えが似ている部分や異なる
部分などを中心にまとめました。

taka先生

〈導入〉 
本時の前に、インターネットの使い方に関するア
ンケートを行います。
その結果をもとに、インターネットを使用する際
に起こりうる問題について考える活動を行います
【図①】。
 
 〈展開〉 
①インターネットを使用するメリット・デメリッ
トをキャンバスに書きます【図②】。
②グループで安全にインターネットを活用する方
法について考えます。この時に、共同閲覧モード
に切り替えて、お互いのメリット・デメリットを
参考にして意見交流します。 
 
〈まとめ〉 
グループでの話し合い活動をもとに、自分として
の考えをまとめ、振り返りをキャンバスに記入し
ます。

図①

図②

共同閲覧モード使う機能
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自由進度学習で学びを進める

＜実践内容＞

小６・社会・国の政治のしくみと選挙

友達との協働的な学びを通して、そ
れぞれのページの学習課題に取り組
みます。最後に、単元を通して学習
した内容を単元レポートとしてまと
めました。

楓先生

「国の政治のしくみと選挙」の自由進度学習とし
て、３時間分を本課題で学習します。

①自由進度学習を始めるにあたり、大切な内容を
全体で確認します。

②グループで協働して、それぞれのページで示さ
れた課題に取り組みます。教科書や資料集を読み
ながら課題に取り組みます【図①】。

③３時間目に共同閲覧モードに切り替えて、友達
の考えを参考に自分が取り組んだ課題の内容を修
正します。

④単元を通して、大切だと思った内容を単元レ
ポートとしてまとめます。

〈他の単元では･･･〉
単元を通して調べたいテーマを一つ決めて資料を
作成し、発表会を行いました。

図①

共同閲覧モード使う機能
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自分の考えを整理する

＜実践内容＞

小６・社会・縄文と弥生

主張したい立場をムーブパーツで表
明できるようにしたことで、児童は
簡単に課題を活用することができま
した。また、課題を白紙にすること
で、児童は考えを自由にまとめるこ
とができました。

五十嵐太一先生

〈導入〉
ディベートを行う授業で、自分の考えを整理して
から発表する活動を行います。縄文時代と弥生時
代のどちらが幸せか、ムーブパーツを動かして主
張する立場を表明します【図①】。
 
 〈展開〉
①ディベート前に、主張したい内容について情報
を集めます。
②なぜ幸せだと考えたのか、理由を整理します。
③お互いのキャンバスを見ながら友達とディベー
トを行い、両者の意見をまとめます。

〈まとめ〉
両者の意見を聞き、自分の考えを深めます。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能
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TIPS　　　  活用アイデア　高学年・社会

あたたかい土地のくらし

キャッチコピー付き
のポスターをつくり
「いいね」やコメン
トで相互評価をしま
す。

かめせんせい先生

問題づくり

教科書の内容をもと
にテスト問題づくり
をして、大型ディス
プレイに映し、お互
いに問題を解き合い
ます。

taka先生

社会科のことば調べ

キーワードを教科書
から探し、自分なり
に説明する文章を作
ります。

taka先生

ことばを説明する

学習したキーワード
を、「○○では、～
しています」という
文章でまとめます。

taka先生



疑問を共有し問題を発見する

＜実践内容＞

小４・理科・ものの体積と温度

身近な現象を思い出し共有すること
で、疑問をクラス全体の問題として
捉えることをねらいとしています。
共同閲覧モードを使用することで、
児童同士の共有を迅速に行うことが
できました。

白鷺太郎先生

〈導入〉
「水の３つのすがた」で学習した「水は氷になる
と体積が増える」という既習事項を振り返り、他
のものでも温度によって体積が変わるのか問いか
け、関心を引きつけます。

〈展開〉
ものの体積が温度によって変わったと感じた経験
を思い出し、具体的な場面を自分のキャンバスに
入力します。
その後、共同閲覧モードに切り替えて児童同士で
話し合いを行い、考えや疑問を共有します【図
➀】。

〈まとめ〉
空気や水、金属など、児童から多く出てきた意見
の中から今後温度と体積の関係について調べたい
ことをまとめます。

図①

共同閲覧モード使う機能

79
★
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自分の予想を交流して深める

＜実践内容＞

小５・理科・ふりこの運動

単元の導入における実践です。学習
意欲を高めて単元をスタートできる
よう、自分なりの予想をもつことに
重点を置いて取り組みました。

きむら先生

〈導入〉
・単元の学習に必要な言葉を確認します。
・NHK for Schoolの動画を視聴し、課題を理解し
ます。

〈展開〉
①共同閲覧モードがOFFの状態で、課題に対し
て、自分の予想を書きます。
②共同閲覧モードをONに切り替えて、グルー
プ、クラスへと範囲を広げて、自分の予想を交流
しながら、考えを再構築します【図①】。

〈まとめ〉
振り返りでは、学びの価値づけや次時への意欲を
高めます。児童は振り返りを記入した後、共同閲
覧モードで交流し、いいねを送り合います。

図①

共同閲覧モード・いいね機能使う機能
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ムーブパーツでビンゴ

＜実践内容＞

小学校高学年・英語・全単元

スクールタクトを使うことで、ビン
ゴカードを印刷しなくても、ペアに
なって何度でも取り組むことができ
ます。

いわ先生

①学習する英単語を理解する活動をします。

②キーセンテンスを含めて英単語を児童が言いま
す。

③疑問文、答え（キーセンテンス）という流れで
ビンゴを行います【図①】。

・それぞれ英単語を動かしてビンゴカードを作り
ます。
・２人１組になって、お互いに英単語を言ってビ
ンゴを目指します。
・２つビンゴになった方が勝ちとします。

図①
ムーブパーツ・ペンツール使う機能
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夏休みの思い出を書く準備

＜実践内容＞

小６・英語・夏休みの思い出

夏休み中に課題を配って、できごと
をあらかじめ英語で書いておくこと
で、２学期が始まってからの授業に
つなげやすくしました。

zeusn1先生

２学期に行う「My Summer Vacation」の導入と
して夏休みのできごとを書くために、あらかじ
め夏休み中の課題として配ります。

英作文に使う言葉を事前に調べて書く活動を行
います【図①】。

夏休みのできごとを日本語で書いておき、どの
文章を英語にするかどうか決められるようにし
ます【図②】。

図①

図②

表機能・テキスト入力使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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〈他にも…〉
先生は手書きで書いた英作
文を画面上で添削します。
児童はその英文を録音して
コメント欄に提出します。

いわ先生



コメント機能で相互鑑賞

＜実践内容＞

小５・図工・のぞいてみると

お互いの作品を見合ってコメントを
送り合いました。コメントがもらえ
ない児童がいないようにするため
に、自分の作品から数えて３つの作
品には必ずコメントするようにしま
した。

かめせんせい先生

〈導入〉
友達の図工の作品に対して、どのようなコメント
を書けばいいのか、リテラシーの観点から指導し
ます。

〈展開〉
匿名モードに切り替え、自分の作品の隣３人にコ
メントを入力するようにし、それ以上は自由に見
てコメントします【図①】。

〈まとめ〉
コメントを書いた後、匿名モードを解除し、自分
に寄せられたコメントを見ます。

図①

共同閲覧モード・匿名機能・コメント機能・カメラ機能使う機能
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〈低学年でも…〉
写真に撮って、タイトル
と作品説明を書いたら簡
単なポートフォリオとし
て記録できます。

クサカ先生



グループ課題で作戦シート

＜実践内容＞

小４・体育・フラッグフットボール

チームごとに自分たちの作戦の画面
をそれぞれのタブレット端末から見
て、書き込むことができるので作戦
の話し合いがとても活発になりまし
た。

umi先生

フラッグフットボールの学習の単元の中盤から
チームごとに作戦を立てます。
今回の学習のめあては「チームに合う作戦を立て
てチャレンジしよう」です。
 
ゲーム前・ゲーム間・ゲーム後に、スクールタク
トのグループ課題で、チームごとにキャンバスを
見合いながら、作戦を話し合います【図①】。

学習のまとめや次時の導入の時に、上手くいった
作戦を大型ディスプレイでクラス全体に共有しま
す。

図①

グループ課題・ペンツール使う機能
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なわとびカードを電子化

＜実践内容＞

小６・体育・なわ跳び

スクールタクト上で縄跳びカードを
データとして活用することで、児童
は管理がしやすく、教員も回収が楽
になりました。色塗りも簡単です。

五十嵐太一先生

縄跳びカードの課題を配布し、児童がいつでも実
践できるようにします【図①】。
 
①なわとびカードの使い方を説明します。

②授業内や授業後にできたところまで色を塗りま
す。

③クリアした回数を、毎回色を変えて塗ります。

④得点の合計を計算して、名人の級になるまで挑
戦します。
 

〈授業以外では…〉
児童が自分の取り組みやすい時に実践できるた
め、どこでも更新ができます。放課後や長期休み
の課題としても活用しました。

図①

ペンツール（マーカーペン）使う機能

232
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水泳の学習を振り返る

＜実践内容＞

小６・体育・水泳学習

水泳のグループ学習の振り返りで活
用しました。共同閲覧モードにする
ことで、児童はお互いに頑張ったと
ころについての評価を確認すること
ができます。

五十嵐太一先生

水泳の学習後に振り返りの課題を配布し、着替え
が終わった後、児童のタイミングでそれぞれ記入
できるようにします【図①】。

①あらかじめ児童に課題の使い方を説明します。

②丸の図形をムーブパーツに事前に設定し、児童
はパーツを動かすことで学習の振り返りを行うこ
とができます。

③共同閲覧モードに切り替え、友達と一緒に学習
を振り返り、よかったところや今後の課題を見つ
けます。

〈単元全体では…〉
２枚目以降にも同様の課題を設定し、経過を見て
いきます。この活動を続けることで、児童の成長
を見取ることができます。

共同閲覧モード・ムーブパーツ・図形ツール使う機能
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　　　画像加工済み　　　　

図①
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ワードクラウドで見える化

＜実践内容＞

小６・保健・病気の予防

ワードクラウドを活用することで児
童が興味関心をもっている病気を瞬
時に見える化しました。またそこか
らキーワードを抽出し、具体例に展
開しました。

morita先生

〈導入〉
病気に対する興味・関心を高める活動を行いま
す。それぞれのキャンバスにできるだけ多くの病
名をテキスト入力した後に、ワードクラウド機能
を用いて多く入力された病気をいくつか抽出し、
例示します【図①】。
 
 〈展開〉 
病気の予防方法について教科書で学習した後、2
枚目のキャンバスに予防方法について自分の考え
を書きます。その後、共同閲覧モードに切り替え
て、児童同士が互いのキャンバスを見て、自分の
考えや友達の考えをまとめます【図②】。
 
 〈まとめ〉
 「風邪をひきやすい状況」を整理しながら、理由
をつけて理解を深めます。

図①

図②

共同閲覧モード・ワードクラウド・回答欄ツール使う機能
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友達の考えを取り入れる

＜実践内容＞

小６・保健・病気の予防

自分一人で考え出した考えを、共同
閲覧モードでグループメンバーに共
有することで、友達と自分の考えと
の違いに気づき・振り返ることがで
きます。

taka先生

〈導入〉
病気の予防方法に対する興味・関心を高める活動
をします。それぞれのキャンバスに日々行ってい
る手洗いやうがいの意味を考えて書き出します
【図①】。その後、ワードクラウド機能を用いて
多く入力されたのものを抽出し、例示します。
 
 〈展開〉 
病気の予防方法について教科書でそれぞれ学習し
た後、共同閲覧モードに切り替えて、自分なりの
予防方法をグループ内で共有しながら、友達の考
えと比較してキャンバスの穴埋め問題に取り組み
ます。
 
 〈まとめ〉 
学習した内容を踏まえて「感染症にかかりにくく
するにはどうしたらよいか」について、理由をつ
けて書きます【図②】。

図①

図②

共同閲覧モード・ワードクラウド・回答欄ツール使う機能
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道徳ワークのポートフォリオ

＜実践内容＞

小６・道徳

年間通して決まった形式の課題をス
クールタクト上で作成しました。
過去に書いた児童の考えなどが貯
まっていくので、考えの変遷や変化
を自ら振り返ることができます。

taka先生

道徳の時間に使用する課題を作成し、通年で同様
の課題を活用します【図①】。

①毎時間、その時間に合った課題を配布し、児童
が考えなどを入力します【図②】。

②繰り返し、同じ課題を使うことで児童も慣れ、
円滑に考えを書くことができます。

図①

図②

回答欄ツール使う機能
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家庭学習の予定を立てる

＜実践内容＞

小６・家庭学習

家庭学習の整理や管理が簡単にで
き、教師も児童の取り組みの様子が
一覧で把握できます。
学習例を選択肢にして、ムーブパー
ツにしておくことで、必須の課題な
どを示すこともできます。

五十嵐太一先生

〈導入〉
児童が休日などに家庭でどのように学習を進める
か、予定を立てる活動を行います。
 
〈展開〉
金曜日に課題を配布します【図①】。
事前に学校で、家庭での学習の見通しを立て、予
定を入力してもよいことにします。また、ムーブ
パーツを使うことで、簡単に予定が立てられるよ
うにします。

週末の最後には、自分の学習を振り返り、まとめ
ます。
 
〈まとめ〉
月曜日になったら、共同閲覧モードで児童同士の
学習の成果を共有し、自分の今後の家庭学習の計
画に生かします。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ・テキスト入力使う機能
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総合の活動を振り返る

＜実践内容＞

小５・総合的な学習の時間・お米を学ぼう

児童が活動に取り組んでいる様子
を、名前順にして回答一覧画面に表
示すると、所見などを記録する際に
簡単に誰がどのような活動をしてい
るか確認できます。

五十嵐太一先生

総合的な学習の時間で「お米」を学ぶ単元学習の
終盤に課題を配布します【図①】。
 
①課題の使い方を説明します。

②児童がお米について自分でテーマを選択し、
調べます。
 
③ムーブパーツを移動させながら取り組んだこと
をまとめ、回答欄に考えたことや感じたことを、
自分の言葉で書きます。

④共同閲覧モードに切り替えて、クラス全体で発
表します。

⑤ポートフォリオから、児童が学びをいつでも振
り返れられることを確かめます。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ・ポートフォリオ使う機能

233
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クラス会議の議題箱

＜実践内容＞

小６・学級活動・クラス会議

いつでもクラス会議で議題が出せる
ようにしています。共同閲覧モード
をOFFにしてお互いが見えないよう
になっているので、クラス内での悩
みや相談したいことの蓄積にもなり
ます。

たいち先生

①クラス会議前に配ります。

②話し合いたい議題がある児童は記入をして、提
出します【図①】。提出があると、先生の通知ア
イコンに通知が来ます。

③先生はその内容を確認し、事前に、会議の議題
に挙げてよいか、その児童と相談します。

④クラス会議を開きます。

⑤画面を大型ディスプレイに映して、議題を共有
します。

⑥クラスで、議題をもとに話し合います。

⑦話し合いが終わったら、結論を記入します。

図①

課題提出・共同閲覧モードOFF使う機能

129
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情報モラルを学び合う

＜実践内容＞

小６・学級活動・情報モラル

言われると嬉しい言葉をテキスト
ボックスでセンテンスカードにし、
自分で動かして並び替え活動を行い
ました。活動のあとは友達の意見を
閲覧できるようにし、自分の考えと
比較しました。

zeusn1先生

〈導入〉
「情報モラルとは何か」を児童に問いかけ、本時
の課題をつかみます。
 
 〈展開〉
 ①メールやSNSでのやり取りは言葉が中心である
ことを確認し、５つの言葉をムーブパーツにして
配ります【図①】。
 
②自分と友達の意見の違いを確かめることができ
るように共同閲覧モードにし、ペアやグループで
考え方の違いがあることを確かめます。
 
 〈まとめ〉 
ペアやグループでの話し合い活動をもとに、自分
としての考えをまとめ、振り返りを記入します
【図②】。

図①

図②

共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能
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修学旅行の計画作り

＜実践内容＞

小６・修学旅行

グループ課題に設定しました。回答
一覧では、どのグループがどこに行
こうとしているのか、すぐに分かり
ます。

たいち先生

総合的な学習の時間や学級活動の時間を通して、
修学旅行に向けて、児童の班別活動の予定を書き
ます。

今回は、グループ課題として、各グループごとに
コースのタイムテーブルを作ります【図①】。

先生がグループメンバーと一緒に画面を見ながら
指導したり、コメント機能を使ってアドバイスし
ます。

授業時間外でも、すぐに班の活動計画を確認でき
ます。

図①

グループ課題・ムーブパーツ・コメント機能使う機能

128

　　　画像加工済み　　　　
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共同編集モードで作品作り

＜実践内容＞

小６・総合的な学習の時間・鎌倉・箱根 歴史の旅

各自で調べ学習を行い、それぞれの
学習内容をまとめます。
まとめる際に共同編集モードに切り
替えることで、グループ全員が書き
込みを行える環境にしました。

taka先生

〈導入〉
修学旅行の行き先（鎌倉、箱根、東京）について
グループごとに調べる活動を行います。また、歴
史に触れつつまとめることを目標とします。

〈展開〉
形式を決めた課題を配布し、個人で担当場所につ
いて調べていきます【図①】。
その後、共同編集モードに切り替えて、調べたこ
とを持ち寄って1つのキャンバスにまとめます
【図②】。

 〈まとめ〉
各地にはどういった歴史的な背景があるのかを確
認しながら、まとめたスライドをグループごとに
発表します。

図①

図②

共同編集モード使う機能

206

　　　画像加工済み　　　　
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TIPS　　　  活用アイデア　学級活動・特別活動

レクリエーション

学期初めの交流とし
てすごろくで班の仲
を深めます。

いわ先生

予定管理

月曜～金曜の課題な
ど学習の予定を立て
ていきます。自己調
整力を伸ばすのに役
立ちます。

たいち先生

委員会用の授業枠

受講コードをその委
員会に入った児童に
伝え、委員会の活動
記録を1つの授業枠
で管理します。

五十嵐太一先生

委員会活動

給食の時間に放送す
るためのクイズを共
同編集モードで問題
を集めていきます。

いわ先生



79

TIPS　　　  活用アイデア　評価・振り返り

ハードル走

単元を通してこの1
つの課題で使いま
す。毎回の記録を計
測し、自己評価をし
ます。

たいち先生

練習カード

家庭学習として、自
宅で練習したら色を
ぬります。

いわ先生

係活動の記録

一週間ごとに活動を
振り返り、先生はス
タンプやコメントを
します。

かめせんせい先生

学校行事を振り返る

家庭学習の1つとし
て日記のようなかた
ちで配布します。

DAI先生



学級目標をつくる

＜実践内容＞

中１・学級活動・学級目標づくり

どのようなクラスにしたいか、３つ
のキーワードを書いて、ワードクラ
ウドを使って意見を視覚化しまし
た。

ないき先生

〈導入〉
学級目標をつくる意義について確認します。

〈展開〉
➀どのようなクラスにしたいかを書き込む表を配
り、3つ以上のキーワードとその理由を記入しま
す【図①】。
②数人が発表してから「たくさん使われたキー
ワードは何だろう」と問いかけ、ワードクラウド
でキーワードを視覚化します。
③キーワードをもとに個人で学級目標の案を考え
ます。
④４人グループで学級目標の案を絞ります。
⑤グループから発表された学級目標の案をもとに
クラス全体で学級目標を考えます。その際に、事
前に打ち合わせて、学級委員に司会を担当させま
す。

〈まとめ〉
年間の行事を確認し、１年間の見通しをもたせて
いきます。

図①ワードクラウド・表機能使う機能

140

　　　画像加工済み　　　　

80



写真を投稿して交流する

＜実践内容＞

中１・学級活動・写真日記

印象に残った風景を撮影してキャン
バスに貼り付けます。いいねやコメ
ント機能、授業チャットを活用する
ことで、先生と生徒、生徒間で交流
ができます。

ないき先生

〈事前の告知〉
本実践は生徒の自由度が高いため、必ず事前に課
題の目的や取り組み方、注意点を生徒に告知する
ようにします。課題の1ページ目のように視覚化
して、生徒たちが常に確認することができるよう
な工夫が必要であると考えます【図①】。

〈課題の実施〉
先生が率先して発信することで、生徒の意欲を高
めたり、適切な情報交換を方向付けたりできま
す。気になる写真やチャットがある場合には、個
別にコメントを返したり、チャットで全体に注意
喚起をします。

〈休み明け〉
いいね機能を使って人気の写真を取り上げ、バー
チャルでの交流をリアルでの交流につなげます。

※先生がタイミングに応じて課題や授業チャット
をロックして制御します。

図①
共同閲覧モード・いいね機能・コメント機能・ロック機能・授業チャット使う機能

141

　　　画像加工済み　　　　
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行事のスローガンを考える

＜実践内容＞

中３・学級活動・合唱祭に向けて

合唱祭の成功に向けて、クラスで気
持ちを一つに取り組むことができま
した。

はやぶさ先生

①合唱祭に向けて取り組む中で大切なものを考え
ます【図①】。「合唱祭が成功する」とはどうい
うことか、9つの選択肢の中から3つを選んで、
クラスの思いを可視化します。

②それぞれの考えをもとに合唱祭に向けたスロー
ガンを考えます。

③最後に、合唱祭に向けて心を一つにするため
に、クラスに掲示する合唱曲に合ったイラストを
作成します【図②】。

図①

図②

回答欄ツール・ペンツール使う機能

123
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英語課題に継続して取り組む

＜実践内容＞

中高・英語・音声課題の提出

スクールタクトの課題に英語に関す
る内容を集約させることで、生徒が
自分の成長を確認することができま
す。これにより、生徒のやる気が上
がったり、楽しみながら英語学習を
したりする様子が見られました。

ロングビーチ先生

英語のスピーチを音声収録して提出する課題を継
続的に実施します。

➀生徒が教科書を音読した音声や単語の暗記を自
分でテストした音声をコメント欄に貼り付け提出
します。

②先生がいいね機能を用いて評価し、必要に応じ
てコメントをします。

③進捗状況をシールスタンプシート上に集計し、
教室内に掲示します【図①】。これにより、仲間
との競争意識も高まり、自然と英語学習が習慣化
します。

図①

コメント機能・いいね機能使う機能

111
★

83



オリジナル問題をつくる

＜実践内容＞

中２・数学・等式の変形

全員の作った問題を共同閲覧モード
で見合うことができるため、生徒は
クラスメイトの作成した問題に取り
組みやすく、また、プリントなどを
使うよりも意欲的に活動できまし
た。

久保拓也先生

〈導入〉
等式の変形の復習を行った後、本時のめあてであ
る問題づくり活動の流れを説明をします。
 
 〈展開〉
①生徒は数式ツールを使って自分で等式の変形の
問題を作成します【図①】。 
②共同閲覧モードに切り替えて、解きたい問題を
生徒同士でノートに解いていきます。
③問題が解けたら問題作成者は答えを載せ、問題
を解いた生徒はその答えが正しいか確認します。
間違っていた場合は、どこが間違っているか教え
合いを行い、訂正します。
 
 〈まとめ〉
等式の変形について、学んだことをまとめます。

図①

共同閲覧モード・回答比較機能・数式ツール使う機能

176

　　　画像加工済み　　　　
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グループ課題で調べ学習

＜実践内容＞

中１・理科・動物の分類

グループ課題機能を使って、班ごと
に担当を決めて、お互いに取り組む
ことができました。

つぶあん先生

①脊椎動物という動物の分類を学びます。

②班ごとに6種類の動物の担当を決めて、調べ学
習を行います【図①】。

③それぞれのキャンバスから、良い表現をしてい
る生徒を取り上げ、全体で共有します。

図①

グループ課題・表機能使う機能

102

　　　画像加工済み　　　　

〈他にも・図鑑を作る〉
校庭の植物の写真を撮り、植物の共通点を見つけ
ながら図鑑を作成します。その後、匿名機能にし
て、いいねやコメントを
お互いに送り合います。
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植物の成長を記録する

＜実践内容＞

中１・理科・生物の育成

記録用紙が濡れたり汚れたりするこ
となく、分かりやすく記録すること
ができました。

はやぶさ先生

〈事例1〉
植物の育成の様子を毎日撮影し、その日の気温や
管理の状態、生育状況などを１つの課題にまとめ
ていきます【図①】。

図①

表機能・カメラ機能使う機能

97

図②

図③

〈事例2〉
これまでの生物の育成の実践を自己評価して振り
返り【図②】、次の取り組みに向けての課題を書
き出します【図③】。
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「いいね」で交流する

＜実践内容＞

中１・理科・動物の体のつくりと生活

生徒が、次の単元への興味関心や見
通しを持って学習に取り組めるよう
に、単元にかかわる課題を出しまし
た。課題を共同閲覧し、発表や質問
につなげ、単元への積極的な導入に
使っています。

かえるピョン先生

〈導入〉
後期から学習する次の単元を生徒が興味関心を
持って取り組めるよう、前期終わりに配布しま
す。
 
〈展開〉
①後期始めに課題を集めます。
②共同閲覧モードに切り替えて「いいな」と思う
生徒のキャンバスに生徒が「いいね」をつけます
【図①、②】。
③「いいね」の多い生徒は、皆の前で課題を説明
し、質問を受けます。
 
〈まとめ〉
この課題を通して、生徒は、次の単元への積極的
な興味関心を持つことができます。また、前期で
学習した内容の理解度を確認することもできま
す。

図①

図②

共同閲覧モード・いいね機能使う機能

256

　　　画像加工済み　　　　
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実験結果を表にまとめる

＜実践内容＞

中３・理科・化学変化とイオン

表に反応を書き込んだり、変化を写
真に収めたりしながら、実験結果を
まとめました。また、ルーブリック
を作成し配信することで、今後の方
向性を示しました。

やまざ先生

〈導入〉
実験の説明後、実験結果と考察を記入する課題を
配布し、実験を開始します。

〈展開〉
電流が流れる水溶液と、最も電流が流れる金属の
組み合わせを見つけるための実験を行います。
記録を写真で撮ったり、結果をその場で書き込ん
だりしながら、実験結果を自分のキャンバスにま
とめます【図➀】。

〈まとめ〉
実験終了後、共同閲覧モードにすることで、班を
超えて、データのすり合わせや比較を行います。
またそれを参考に、実験の考察をまとめます。

図①

共同閲覧モード・表機能・カメラ機能・ルーブリック機能使う機能

90
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実験の様子を記録する

＜実践内容＞

中３・理科・化学変化とイオン

実験の記録として、実験の様子をカ
メラ機能で撮影し、結果をまとめま
した。

つぶあん先生

①実験の注意事項などを確認します。

②電流を流し、実験を始めます。

③各変化が分かるよう写真を撮りながら、結果を
まとめます【図①】。

図①

テキスト入力・ペンツール・カメラ機能・図形ツール・採点機能使う機能

103

〈他にも・原子の構造を学ぶ〉
原子ごとに電子配置が異なることや、同じような
構造になっていることを実際に図形ツールで電子
を配置して理解します。
原子構造をつくり、イオンの生成について視覚的
に考えること
ができます。
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調べたことを図に表す

＜実践内容＞

中１・技術・エネルギー変換

はやぶさ先生

〈事例1〉
回路図や電気用図記号を学び、自分で考えた回路
を書いて説明します【図①】。

テキスト入力・図形ツール・ペンツール使う機能

146

〈事例2〉
交流電源について学び、日本地図の色を塗って、
日本国内でも周波数が異なることを理解します
【図②】。

図②

図①

事例3では、定格について学び、実
際の生活で正しく使えているかどう
か考えました。事例4では、調べた
ことを踏まえて、発電について自分
の意見をまとめることで理解を深め
ることができました。

〈事例3〉
定格について学び、計算方法について理解します。
その後、実生活で正しく使われているか考え、家庭
学習として、実際に家での状況を書き出します【図
③】。

図③ 図④

〈事例4〉
発電所の仕組みや歴史、メリットやデメリットについて
学習し、自分ならどんな発電所をどこに建てるのか、ま
たその理由について書きます【図④】。
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絵や写真で理解を深める

＜実践内容＞

中２・技術・情報の技術

絵や写真など、様々な表現方法で生
徒が課題に取り組んでいました。

まさはる先生

〈導入〉
学習課題を「コンピューターの構成について考え
よう」と設定し、コンピューター室に移動しま
す。

〈展開〉
①コンピューター室のパソコンにつながっている
機器を絵や文字、写真などでまとめます【図①、
図②】。

②たくさんの機器が繋がってパソコンが動いてい
ることを理解します。

③ハードウェアやソフトウェアという名称などを
学習します。

〈まとめ〉
学んだことをもとに、振り返りを記入します。

図①

図②

ペンツール・カメラ機能使う機能

92
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自分のやり方で取り組む

＜実践内容＞

中2・社会・日清･日露戦争と近代産業

生徒は、手書きやテキスト入力な
ど、自分たちのやりやすい入力方法
を選んで取り組んでいます。図版を
自分たちで拡大して見ることができ
るのがとても便利です。

ます先生

〈事例2〉
定期テストの解き直しのために、PDFファイルに変換
したテスト問題をスクールタクトに取り込んで配りま
す。その後、テストを返却して、間違い直しをしなが
ら解き直し、内容の理解を深めます【図③】。

図③

PDF取り込み・ペンツール・カメラ機能使う機能

162

〈事例1〉
ICTに慣れ親しむために、楽しみながら取り組める
課題を作ります。
「写真で一言」【図①】、「それっぽく言ってく
ださい」「教科書より分かりやすくまとめてくだ
さい」【図②】といった順に展開して学習内容に
つなげていきます。

生徒は自分のペースで学習を進めたり、分からな
いところを友達に聞いたりしながら学びを深めて
います。

図① 図②
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思考ツールで整理をする

＜実践内容＞

中３・社会・現代の日本と私たち

関係しそうな語句はムーブパーツで
動かせるようにし、生徒が順序を入
れ替えやすくしました。また、思考
ツールも公式テンプレートとして公
開されているのでとても便利です。

ます先生

〈導入〉
中学校歴史の最後の章で、これまでの学習の総ま
とめをする活動を行います。

〈展開〉
①教科書のまとめの課題から取り組み、単元の課
題を意識して活動できるようにします。
②「現在の日本を形作ったものは何だろう？」と
いう課題を提示し、生徒はそれに対する予想を
キャンバスに書きます。
③共同閲覧モードに切り替えて、お互いの予想を
見合い、教科書を参考にしながら現在の自分の考
えをピラミッド・チャートで表します【図①】。

〈まとめ〉
これまでの歴史全体が現在の日本を形作っている
ことを、クラス全体で確認しながら理解を深めま
す。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ・思考ツール・課題テンプレート使う機能
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ムーブパーツで思考を可視化

＜実践内容＞

高１・歴史総合・明治維新と日本の立憲体制

授業の前半では、明治政府が行った
改革の目的をムーブパーツを動かし
て整理することで、歴史的事象に対
する個人の理解を可視化しました。

tokutake先生

〈導入〉
戊辰戦争のきっかけについて復習した上で、明治
政府の改革の目的についてクラス全体で整理し、
明治政府の方向性についての共通理解を形成しま
す。

〈展開〉
①個人で教科書を読みながら政策の目的をムーブ
パーツを移動させながら整理します【図①】。

②グループごとに話し合い、各政策の目的を整理
します。その際に、自分とは異なる観点で事象を
捉えている人には「なぜその観点から捉えたの
か」といったことを質問して、各政策に対する認
識のズレを修正させたり、新たな観点から事象を
捉えさせることを目指します。

〈まとめ〉
グループでの話し合いをもとに、論述問題を出し
ます。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ使う機能
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コンセプトマップを作る

＜実践内容＞

高１・歴史総合・第一次世界大戦期の日本

歴史的事象が書かれたムーブパーツ
を並び替え、因果関係がある事象同
士を線で結びました。事象間の関係
性を考え、整理する中で、「社会的
な見方・考え方」を育みました。

tokutake先生

〈１時間目〉
①教科書を読みながら、歴史的事象が書かれた
ムーブパーツを時系列順に並べます。
②「原因」と「結果」の関係にあると考えられる
カードを矢線で結び、並び替えます。
③全てのカードが矢線で結ばれるまで繰り返して
コンセプトマップを完成させます【図①】。

〈２時間目〉
①共同編集モードで、グループごとにお互いのコ
ンセプトマップを見比べ、自分と異なるところに
線を引いているものは赤で記入します。
②全ての生徒のマップの共有が終わったら、赤で
記入した線について、因果関係があると捉えてい
いかどうか議論します。
③グループで共通のコンセプトマップが完成した
ら、話し合った内容をもとに各事象間に結線を引
いた理由（因果関係）を記述します。

図①

共同閲覧モード・ムーブパーツ・表機能使う機能
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＜事前準備＞
・教科書に書かれた歴史的事象について９枚
～11枚程度のカードにまとめ、ムーブパーツと
してキャンバス中に配置して生徒に配布しま
す。
・生徒が学習に慣れていないうちはカードの配
置まで先生が行った上で配布します。
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制作物を観賞･交流する

＜実践内容＞

中２・美術・校内掲示ポスター制作

互いの作品を評価しあう場面では共
同閲覧モードに切り替えることです
べての作品を閲覧し、評価すること
ができます。また、それぞれの作品
を比較することもできます。

BAMBI先生

〈導入〉
作品づくりの計画を立てます。
Googleスライドを使って、それぞれのテーマに合
わせてポスターをどのように作るのか、段階的に
計画立てる活動をします【図①】。
 
〈展開〉
イラストアプリを使用し、導入時に立てた計画に
基づいて、ポスター制作に取り組みます。
 
〈まとめ〉
完成したポスターをスクールタクトのキャンバス
上に貼り付け、友達同士で評価しあいます。
その際に、共同閲覧モードに切り替えて、作品が
いいなと思ったものに「いいね」をつける活動を
行います【図②】。

図①

図②

共同閲覧モード・いいね機能使う機能
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　　　画像加工済み　　　　
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そのまま使える
課題テンプレート
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画像の見方

対象学年と教科 課題テンプレートのページ数

検索キーワード

課題テンプレートの
イメージ画像

①新規課題の作成
②課題テンプレートを選択
③「全学年」「全科目」「全て」を選択
④検索キーワードを入力

※紹介した課題テンプレートは、公開し
た先生の都合によって内容が変更されて
いたり、限定公開に切り替わって検索結
果に出てこない場合があります。ご了承
ください。

検索の仕方
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小学校低学年
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小学校低学年
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小学校低学年
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小学校低学年
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小学校高学年
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小学校高学年
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小学校高学年
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小学校高学年
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小学校高学年
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中学・高校・全学年
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中学・高校・全学年
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中学・高校・全学年
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中学・高校・全学年



ご協力いただいた先生方（敬称略・五十音順）

BAMBI
DAI
emu
maruha
morita
Nicchi
taka
tokutake
umi
zeusn1

あなん
いわ
うめこ
かえるピョン
かめせんせい
かわもとゆうた
きむら
たいち
たくみ
つぶあん

ないき
はやぶさ
はるか
まさはる
ます
やまざ
ゆい
ロングビーチ
久保拓也
五十嵐太一

坪木有大
白鷺太郎
楓
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